
五
〇
年
の
第
三
三
巻
の
画
期
性
を
承
認
し
た
。
し

か
し
、
氏
は
一
九
四
八
年
の
覗
史
林
謡
に
「
最
近

国
史
学
界
の
動
向
し
と
題
す
る
意
欲
的
で
熱
気
に

満
ち
た
コ
ー
ナ
ー
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
が
、
「
立

ち
直
り
を
示
す
第
一
歩
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
、
礪
波

氏
は
、
一
九
五
〇
年
の
第
三
三
巻
二
号
に
轟
史

林
』
の
新
発
足
に
あ
た
っ
て
」
と
題
し
た
、
会
員

を
こ
え
て
広
い
層
へ
働
き
か
け
よ
う
と
す
る
ビ
ラ

が
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
実
物
を
も
っ
て
示

し
、
や
は
り
画
期
は
第
三
三
巻
で
あ
ろ
う
と
し
た
。

　
ま
た
、
過
去
一
〇
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て

き
た
『
史
林
臨
の
特
集
号
企
画
へ
の
評
価
も
議
論

に
な
っ
た
。
上
原
氏
と
金
田
氏
は
、
臼
本
史
・
東

洋
史
・
西
南
ア
ジ
ア
史
・
西
洋
史
・
考
古
学
・
地

理
学
と
い
う
異
な
る
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
が
、
共
通

テ
ー
マ
に
ど
の
よ
う
に
切
り
込
む
の
か
を
知
る
た

め
に
た
い
へ
ん
膚
益
な
企
画
で
あ
る
と
述
べ
た
。

永
井
氏
は
、
狭
い
視
野
を
乗
り
越
え
る
ヒ
ン
ト
を

与
え
て
く
れ
る
こ
と
を
評
価
し
、
紀
平
氏
は
、
毎

年
共
通
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
苦
心
に
思
い
を
致
し
、

そ
う
し
て
示
さ
れ
る
テ
ー
マ
そ
の
も
の
が
、
学
際

誌
た
る
『
史
林
』
の
見
識
な
の
だ
と
し
た
。
さ
ら

に
、
今
圓
は
か
ら
ず
も
複
数
の
報
告
か
ら
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
戦
後
数
年
間
の
『
史
林
騙
に
も
み

ら
れ
た
「
世
界
史
扁
へ
の
熱
い
思
い
が
、
長
い
潜

行
の
の
ち
、
近
年
再
び
盛
り
上
が
り
の
機
運
を
見

せ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
新
し
い
世
界
史
」

も
テ
ー
マ
に
な
り
う
る
と
提
案
し
た
。
礪
波
氏
は
、

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
鍵
ゴ
フ
（
～
九
二
四
～
二
〇
一
四

年
」
ア
ナ
ー
ル
派
第
三
世
代
の
代
表
的
歴
史
家
／

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
史
）
の
遺
著
『
時
代
区
分
は
本

当
に
必
要
か
？
』
を
引
き
合
い
に
鐵
し
、
こ
う
し

た
、
否
定
的
な
形
式
の
テ
…
マ
も
あ
り
え
る
だ
ろ

う
と
指
摘
し
た
。

　
当
日
会
場
を
埋
め
た
一
六
〇
名
以
上
の
聴
衆
の

中
か
ら
も
い
く
つ
か
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
歴

史
学
に
は
現
状
を
批
判
す
る
機
能
が
備
わ
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
存
在
意
義
が
現
在
き

わ
め
て
過
小
に
評
価
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
歴
史

学
界
が
閉
じ
た
内
輪
の
み
で
議
論
を
し
て
い
る
こ

と
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
外
に
開
か
れ
た
発
信
を
模

索
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
、
ま
た
、

糊
史
林
』
の
学
際
性
と
い
っ
て
も
、
人
文
学
の
範

囲
内
の
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。
社
会
科
学
な
ど

へ
も
独
り
の
輪
を
広
げ
て
ゆ
く
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
も
の
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
永
井
氏
と

上
原
氏
に
よ
り
、
す
で
に
文
学
部
系
以
外
の
分
野

か
ら
の
寄
稿
者
が
い
る
の
で
、
必
ず
し
も
閉
じ
て

は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
回
答
が
な
さ
れ

た
。　
最
後
に
発
言
を
求
め
ら
れ
た
報
告
者
四
人
は
、

多
く
の
聴
衆
を
前
に
『
史
林
騙
の
来
し
方
に
つ
い

て
議
論
で
き
た
こ
と
を
深
く
謝
す
と
と
も
に
、

咽
史
林
螂
一
〇
〇
年
を
振
り
返
っ
て
得
ら
れ
た
知

見
か
ら
、
今
後
も
、
ぶ
れ
ず
に
刊
行
が
続
け
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
を
表
明
し
た
。

　
パ
ネ
ル
討
論
か
ら
は
、
『
史
林
吐
と
そ
の
担
い

手
た
ち
の
工
夫
と
苦
闘
へ
の
敬
意
と
、
そ
こ
に
自

ら
も
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
へ
の
馬
持
と
が
に
じ
み

出
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
隅
史
林
鴫
の
第

一
〇
〇
巻
を
記
念
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
熱
気
に

満
ち
た
議
論
で
あ
っ
た
。

二
〇
…
占
ハ
生
・
度

　
　
史
学
研
究
会
総
会
・
大
会
の
記
録

　
二
〇
　
六
年
度
史
学
研
究
会
総
会
お
よ
び
大
会

は
、
一
一
月
二
日
（
水
）
午
後
一
時
よ
り
午
後
五

時
十
五
分
ま
で
、
京
都
大
学
時
計
台
記
念
館
国
際

交
流
ホ
ー
ル
ー
・
∬
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
井
谷
国
造
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
北
村
昌
史
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶
務
・

編
集
・
会
計
・
広
報
に
関
す
る
報
告
が
あ
っ
た
。

　
庶
務
（
小
野
沢
透
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
役
員

の
交
代
お
よ
び
会
員
数
の
動
向
に
つ
い
て
の
報
告
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の
後
、
四
月
一
五
日
（
土
）
＝
定
時
よ
り
京
大
文

学
部
新
館
第
三
講
義
室
を
会
場
と
し
て
行
う
来
年

度
の
例
会
の
テ
ー
マ
を
『
史
林
輪
第
一
〇
〇
巻
刊

行
に
因
ん
で
「
学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
す
る

こ
と
、
『
史
林
』
特
集
号
（
第
一
〇
一
巻
第
一
号
）

を
第
一
〇
〇
巻
刊
行
記
念
号
と
し
て
、
…
六
年
度

大
会
の
報
告
者
に
も
執
筆
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

　
編
集
（
吉
井
秀
夫
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
魍
史

林
騙
刊
行
状
況
の
説
明
の
後
、
原
稿
が
不
足
気
味

で
あ
り
、
ひ
き
つ
づ
き
積
極
的
な
投
稿
を
お
願
い

し
た
い
と
い
う
趣
旨
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
会
計
（
高
嶋
航
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
平
成
二

七
年
度
決
算
お
よ
び
平
成
二
八
年
度
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
、
両
年
度
の
相
違
点
な
ど
も
含
め
て

説
明
が
あ
っ
た
。

　
広
報
（
金
澤
周
作
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
例

会
・
大
会
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
と
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
管
理
に
つ
い
て
、
報
告
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
報
告
は
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。

　
大
会
は
、
「
歴
史
研
究
の
過
去
・
現
在
・
未
来

一
『
史
林
睡
第
一
〇
〇
巻
刊
行
に
よ
せ
て
」
と

の
共
逓
論
題
を
掲
げ
、
左
記
の
よ
う
に
細
事
の
講

師
に
よ
る
報
告
お
よ
び
そ
れ
に
引
き
続
く
パ
ネ
ル

討
論
と
い
う
形
式
で
行
わ
れ
た
。

基
調
講
演
　
「
『
史
林
臨
と
京
大
東
洋
史
学
」

　
礪
波
　
護
氏

報
告
”
「
回
顧
と
提
言
」

　
紀
平
英
作
氏

　
金
田
章
裕
氏

　
上
原
真
人
氏

パ
ネ
ル
討
論

　
パ
ネ
リ
ス
ト
　
礪
波
　
護
氏
、
紀
平
英
作
氏
、

　
　
　
　
　
　
　
金
田
章
裕
氏
、
上
原
真
人
氏

　
討
論
司
会
　
永
井
　
和
氏

　
全
体
の
司
会
は
、
小
野
沢
透
常
務
理
事
が
つ
と

め
、
礪
波
氏
の
紹
介
は
中
砂
明
徳
氏
が
行
っ
た
。

パ
ネ
ル
討
論
終
了
後
、
上
島
享
氏
の
閉
会
の
辞
を

も
っ
て
大
会
は
終
了
し
た
。
来
場
者
の
申
に
は
学

部
生
や
大
学
院
生
も
多
く
、
来
場
者
総
数
は
｝
六

〇
名
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。
『
史
林
脚
高
行
一
〇
〇

周
年
を
祝
う
に
相
応
し
い
、
文
字
ど
お
り
の
盛
会

と
な
っ
た
こ
と
は
、
大
い
な
る
喜
び
で
あ
る
。

　
基
調
報
告
と
報
告
を
行
っ
た
四
名
の
講
師
に
は
、

当
屋
の
報
告
内
容
に
関
連
す
る
論
考
の
執
筆
を
依

頼
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
論
考
は
『
史
林
臨
第
一

〇
～
巻
第
一
号
（
二
〇
一
八
年
一
月
刊
行
予
定
）

に
掲
載
す
る
予
定
な
の
で
、
会
員
各
位
に
は
期
待

し
て
待
た
れ
た
い
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
討
論
の
内
容

は
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
小
野
沢
　
透
）

史
学
研
究
会
会
則

　
　
　
　
　
（
二
〇
一
〇
年
｝

【
月
二
日
改
正
）

第
一
条
　
本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文

　
学
研
究
科
内
に
覆
く
。

第
三
条
　
本
会
は
広
く
歴
史
に
関
心
を
持
つ
者
が

　
集
ま
り
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
に
関
す
る

　
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
本
会
の
事
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
1
，
総
会
・
大
会
・
例
会
等
の
会
合

　
　
2
，
会
誌
『
史
林
』
等
の
発
行

第
五
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
鷹
く
。

　
理
事
長
～
名
、
理
事
～
五
玉
以
上
三
五
名
以
内

　
（
内
常
務
理
事
四
名
）
、
監
事
一
一
名
、
評
議
員

　
四
〇
名
以
上
六
〇
名
以
内
、
委
員
若
干
名

第
六
条
　
役
員
は
理
事
会
及
び
評
議
員
会
に
よ
っ

　
て
選
出
さ
れ
、
総
会
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と

　
す
る
。
理
事
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統

　
括
し
、
会
員
総
会
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を
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